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30年度【知的財産法】杉山 務 

意匠制度（デザイン） 

第１９回 平成３０年１１月２８日 

30年度【知的財産法】杉山 務 

 栃木県立足利工業高校に保管されていた意匠登録
第１号「雲井織（織物）」  平成14年に発見され，特許庁
にも保存されていない，非常に貴重な資料を展示 

登録意匠第１号；雲井織 

意匠登録第1号「雲井織」 

意匠条例（明治２１年） 
第２１条 

登録意匠の専用権を侵したる者は
其意匠主に対し損害賠償の責に任
ずべし 

＊民法の施行は明治３１年 
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知的財産権 

○文芸，学術，美術，音楽，ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

 などの精神的作品を保護 

○死後５０年（法人は公表後５０年） 

知的創造物についての権利 

特 許 権 （特許法） 

創作意欲を促進（保護） 

○「発明」を保護 

○出願から２０年 

実用新案権（実用新案法） 

意 匠 権 （意匠法） 

回路配置利用権 
（半導体集積回路の回路配置に

関する法律） 

品種登録（種苗法） 

営 業 秘 密 
（不正競争防止法） 

著 作 権（著作権法） 

○物品の形状等の考案を保護 

○出願から１０年 

○物品のデザインを保護 

○登録から２０年 

○半導体集積回路の回路配置の 

 利用を保護 

○登録から１０年 

○植物の新品種を保護 

○登録から２５年（樹木３０年） 

○ノウハウや顧客リストの盗用など           

 不正行為を禁止 

営業標識についての権利 

信用の維持を保護 

商 標 権 （商標法） 

著名な商品表示，商品形態 
（不正競争防止法） 

商 号 （商法） 

○「商標」を保護 

○登録から１０年（更新あり） 

○登記された「商号」を保護 

○著名な商品表示等の禁止 

○原産地の誤認表示等の禁止 

 

特許，実用新案，意匠，商標を 

   産業財産権という 

知的財産権の種類 
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意匠登録第1216465号  飛行機 
意匠登録第1108500号  客船 

意匠登録第1221547号 
ポロシャツ 意匠登録第1236987号 

包装用缶 

意匠登録第994835号 旅客車 

意匠登録例 
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意匠制度 

（１）目的 

  「意匠の保護及び利用を図ることにより，意匠の創作を奨励し，もって

産業の発達に寄与することを目的とする」（意匠法第１条） 

（２）保護対象 

  物品（物品の部分を含む）の形状，模様若しくは色彩又はこれらの結合
であって視覚を通じて美感を起こさせるもの（意匠法第２条） 

※登録された意匠の例 

 

  意匠登録第１０６３８７３号          意匠登録第１０５１１２５号 
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１ 物品性   

物品に係るものであること 

 （有体物である動産） 

（認められない例） 

×土地建物などの不動産 
（プレハブ住宅は可 

     ×噴水，花火 

意匠法が保護する意匠 

×物品と離れたデザイ
ンのタイプフェイス，
アイコン 
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２ 形態性 
  

物品自体の形態を有す
るものであること 

（認められない例） 

・物品自体の形態ではないもの 

×ネクタイの結び目，靴ひもの結び目 

                 

意匠法が保護する意匠 

×花のような形態
にしたリボン
（サービス意匠） 
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３ 視覚性，美感性 

視覚を通じて美感を起こ
させるものであること 

対象外 

・肉眼では物品の形態を 
認識できないもの 

× 分子構造 

× 塩，胡椒，砂糖（角砂糖は可） 

意匠法が保護する意匠 
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 本意匠は、ＣＵＰ及びＮＯＯＤＬＥのローマ字を中間調子
の線条で囲むかなり図案化した字体で左右に重ね合わ
さるように二段に構成して容器の正背面周側中央部に表
したものである。 

 文字であつても模様化が進み言語の伝達手段としての
文字本来の機能を失なつているとみられるものは、模様
としてその創作性を認める余地があることはいうまでもな
い。 

 本意匠についてみるに、ＣＵＰ及びＮＯＯＤＬＥは、ロー
マ字を読むための普通の配列方法で配列されており、
カップ入りのヌードルを表す商品名をあたかも商標のよう
に表示して、これを看る者をしてそのように読み取らせる
ものであり、かつ読み取ることは十分可能とみられるから、
いまだローマ字が模様に変化して文字本来の機能を失
つているとはいえない。 

CUP NOODLE 文字意匠事件  

220 東京高判S55/3/25  CUP NOODLE事件  

30年度【知的財産法】杉山 務 

 「意匠に係る物品の取引に際して，当該物品の形
状等を肉眼によって観察することが通常である場
合には，肉眼によって認識することのできない形状
等は，『視覚を通じて美感を起こさせるもの』に当た
らず，意匠登録を受けることができないというべき
である。 
 しかし，意匠に係る物品の取引に際して，現物又
はサンプル品を拡大鏡等により観察する，拡大写
真や拡大図をカタログ，仕様書等に掲載するなど
の方法によって，当該物品の形状等を拡大して観
察することが通常である場合には，当該物品の形
状等は，肉眼によって認識することができないとし
ても『視覚を通じて美感を起こさせるもの』に当たる
と解するのが相当である」 

コネクター接続端子 拡大視認事件  

220 知財高判H18/3/31 コネクター接続端子事件  

http://www.google.com/imgres?imgurl=http://buffalo.jp/qa/buf/buf9427/images/buf9427_02.jpg&imgrefurl=http://faq.buffalo.jp/app/answers/detail/a_id/826&h=380&w=513&tbnid=8UO5HS_wfEIa7M:&zoom=1&docid=RltD_RnGbdxwvM&hl=ja&ei=I8YeVO-PMoHz8QXtgILACA&tbm=isch&ved=0CCcQMygfMB84yAE&iact=rc&uact=3&dur=850&page=13&start=213&ndsp=20
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１ 工業上利用できること 

 量産可能なものであって，純粋美術品，自然物は工業的に量
産できない「工業性のない意匠」となり，保護の対象にはならない 

 純粋美術の分野に属するもの
自然の生み出した造形美 

＜工業性のない意匠の例＞ （認められない例） 

×自然物を意匠の主体に使用したもので 
 量産できないもの 

意匠登録の要件 
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２ 新規性があること 

 公然知られた意匠又は刊行物などに記載された意匠は，新規性のない
意匠として，登録を受けることができない。また，公知となった意匠と同一の
意匠だけでなく，類似する意匠も新規性がないとされる 

３ 容易に創作できた意匠でないこと（非容易性） 

 新規な意匠であっても，創作性が低いと判断される意匠は，意匠
登録を受けることができない 

エッフェル塔の置物 エッフェル塔 

意匠登録の要件 
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類似判断 

化粧鉛筆 

ボールペン 

眉墨鉛筆 

シャープペン 

鉛筆 
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 同一又は類似の物品に関する意匠相互間においても，その
意匠的効果の類否による同条一項三号の類似性の判断と，
その一方の意匠の形状，模様，色彩等に基づいて当業者が
容易に他方の意匠を創作することができたかどうかという同
条二項の創作容易性の判断とは必ずしも一致するものでは
なく，類似意匠であつて，しかも同条二項の創作が容易な意
匠にも当たると認められる場合があると同時に，意匠的効果
が異なるため類似意匠とはいえないが，同条二項の創作容
易性は認められるという場合もある。」 
 1項3号は，意匠権の効力が，登録意匠に類似する意匠す
なわち登録意匠にかかる物品と同一又は類似の物品につき
一般需要者に対して登録意匠と類似の美感を生ぜしめる意
匠にも，及ぶものとされている（法23条）ところから，右のよう
な物品の意匠について一般需要者の立場からみた美感の類
否を問題とするのに対し，3条2項は，物品の同一又は類似と
いう制限をはずし，社会的に広く知られたモチーフを基準とし
て，当業者の立場からみた意匠の着想の新しさないし独創性
を問題とするものであつて，両者は考え方の基礎を異にする
規定であると解される。 

可撓伸縮ホース事件 同一又は類似と創作容易性 

本件意匠 

引用意匠 

公知意匠 

昭和49年03月19日 

http://www.novelte.com/sp/trans/img/pts0077.jpg
http://www.premiumsourcecorp.com/custompublisher/pensil1.jpg
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４ 公序良俗に反する意匠でないこと 

・ 人の道徳観を不当に刺激し，しゅう恥，嫌悪の念を起こさせるもの 

  公益的理由から 

・ 他人の業務に係る物品と混同を生ずるおそれのある意匠 

  （例えば他人の著名な商標など） 

物品の機能を確保するために不可欠な形状のみからなる意匠 

大統領の像をプリントしたシャツ     プラグの形状    

意匠登録の要件  
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【意匠に係る物品の説明】本物品は，ＴＶまたはＣＲＴディスプレイ等に接続
されて使用される電子ゲーム機に用いられる。平面から見て下側部分に形
成される凹部内に他の操作器を挿入して接続することができる。使用に際し
ては，右側面から見て右側部分に表れる取手を左右いずれかの手で把持
することによって，把持した手の親指で取手の上部の上側部分に表れるジョ
イスティックを操作することができる。また，把持した手の人差し指で取手の
上部の下側部分に表れるトリガーボタンを操作することができる。 

【意匠の説明】左側面図は右側面図と対称に現れるため省略する。 

 

図面 

【斜視図１】 

秘密意匠の意匠権は書
式のみ掲載 

指定された期間，内容の
実体的事項は掲載されな
い 

意匠に係る物品の説明 

15 
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５ その他の不登録事由 

 先願：意匠登録を受けるためには，最先の出願であるこ
と 

 １意匠１出願：意匠権は１物品ごとに１つの権利が発生す
るため，意匠出願は１つの意匠に対して１つの出願でなければ
ならない 

３つの工具を１つの意匠とする
ことはできない 

１つ１つの工具ごとに出願する
必要がある 

意匠登録の要件  
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練習 
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意匠権の発生と消滅 

設定登録 
２０年間 

消滅 

１年分の登録料 

（流行性が強い） 

２０％が１５年以上 

☆流行性 

☆需要者の好み 

• 登録料不納，放棄 

• 存続期間満了 

• 相続人の不存在 

• 無効審決 
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意匠公報の例 

【発行国】【発行日】平成１９年３月５日（２００７．３．５）意匠公報（Ｓ） 

意匠登録第１２９５６３４号【登録日】平成１９年２月２日（２００７．２．２） 

【意匠に係る物品】電子ゲーム機用操作器 

【本意匠の意匠登録番号】意匠登録第１２９５４２２号（Ｄ１２９５４２２） 

【本意匠に係る他の関連意匠の意匠登録番号】意匠登録第１２９５６３５号 

【意匠分類】Ｈ７－１２２ 【国際意匠分類（参考）】１４－０３，１６－０５，２１－０

１ 

【出願番号】意願２００６－１１５２９ 【出願日】平成１８年５月２日 

 【創作者】芦田 健一郎 ＜他に５名あり＞ 

【住所又は居所】京都市南区上鳥羽鉾立町１１番地１ 任天堂株式会社内 

【意匠権者】  【識別番号】０００２３３７７８【氏名又は名称】任天堂株式会社 

【住所又は居所】京都府京都市南区上鳥羽鉾立町１１番地１ 

【審査官】江塚 尚弘   

【参考文献】意登１２９５４２２ 意登１２９５６３５  
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19 
登録例 
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ま と め 

ご清聴 ありがとうございました。 

２０回（３０日：金）は，意匠出願 
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意匠制度 

制度の目的：意匠の保護及び利用を図ることにより，意匠の創作を奨励し，もって産

業の発達に寄与すること(1条)1 

「意匠」とは，物品（物品の部分を含む）の形状，模様若しくは色彩又はこれらの結

合であって，視覚を通じて美感を起こさせるもの(2条)2 

① 保護対象  

物品性，形態性，視覚性，美感性 

② 登録要件  

工業上利用性，新規性，非容易性，最先出願，公序良俗要件，機能確保形状 

③ 意匠制度  

秘密，部分，関連，組物，全件審査，1年分登録料，特許とダブル登録あり 

④ 登録対象  

形状変化，操作画面，権利は類似に及ぶ 

⑤ 手続  

１意匠１出願，特許庁長官へ出願，全件審査，補正，分割出願，出願変更 

⑥ 国際登録出願  

英語で特許庁又はWIPO，１出願に 100意匠まで，権利取得国を指定，国際公表 

特許，実用新案と意匠の異同 

・ 意匠権は，特許権や実用新案権と同様，創作を保護する制度 

相互に出願変更が可能 

・ 意匠権は，特許権又は実用新案権と併存可能（クロスサーチなし）だが，特許権

等の後願である場合は，許諾なく実施できない。 

・ 意匠出願は，出願公開されず審査請求も必要なく全件審査される。 

・ 登録査定があると，１年分の登録料を納付することにより設定登録がされ，登録

から 20年間の保護期間を有する。 

・ その他 （特許制度とほぼ同じ） 

 職務意匠(15条 3項；特 35条) 

共有者全員で出願(15条 1項) 

同日出願(9条 2項) 

出願の分割(10条の 2) 

パリ条約による優先権主張(15条；特 43条) 優先期間 6月 

Ｑ：特許庁長官が，特許出願の内容を最初に公開するのは出願から 1年 6月後であるが，意匠

登録出願の内容を最初に公開するのは，いつの時点か。 

 

                                                   
1 （目的）  

第一条   この法律は，意匠の保護及び利用を図ることにより，意匠の創作を奨励し，もつて産業の発達

に寄与することを目的とする。 
2 （定義等）  

第二条   この法律で「意匠」とは，物品（物品の部分を含む。第八条を除き，以下同じ。）の形状，模

様若しくは色彩又はこれらの結合であつて，視覚を通じて美感を起こさせるものをいう。  

２   前項において，物品の部分の形状，模様若しくは色彩又はこれらの結合には，物品の操作（当該物

品がその機能を発揮できる状態にするために行われるものに限る。）の用に供される画像であつて，当該

物品又はこれと一体として用いられる物品に表示されるものが含まれるものとする。 


